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嚢
こ
冴
史
研
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昭
和
十
四
年
八
月
襲
行

中
唐
時
代
俗
講
曾
文
激
法
師
郡
疑

那

　
　

波

　
　

利

　
　

貞
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”

　
　
　
　

南
北
朝
以
還
い
初
唐
・
盛
唐
の
初
に
亙
り
て
、
久
し
く
帝
室
貴
族
紺
紳
階
級
の
尊
信
を
得
そ
の
保
護
後
援
に
抹
り
て
法
燈
の
光
明

　
　
　

を
輝
か
し
得
た
る
支
那
の
佛
教
界
も
、
開
元
木
・
天
賓
初
期
の
交
を
時
間
的
疆
界
と
す
る
時
世
の
繋
縛
期
に
際
會
し
、
従
来
の
貴
族
’

　
　
　

楷
紳
階
級
の
社
會
的
優
越
地
位
漸
く
動
揺
の
兆
を
生
す
る
と
共
に
、
此
の
繋
縛
し
つ
ｘ
あ
り
し
時
世
の
波
に
乗
じ
て
そ
の
陰
謀
を
賓

　
　
　

行
に
移
し
得
た
る
彼
の
安
蒜
山
’
の
飢
の
天
賓
十
四
載
皿
四
い
匹
Ｅ
匹
一
年
十
一
月
に
出
現
す
る
あ
Ｉ
て
ヽ
此
の
新
時
世
の
時
勢
傾
向
の

　
　
　

進
行
の
急
速
に
促
進
せ
ら
れ
、
貴
族
組
紳
階
級
頓
に
衰
微
す
る
や
、
佛
教
寺
院
は
長
歳
年
欄
そ
の
依
存
せ
し
保
護
後
援
者
を
失
ふ
こ

　
　
　

と
ｘ
な
り
、
漸
く
中
世
史
期
的
傅
統
よ
り
娩
脆
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
機
會
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
。
時
世
の
推
移
を
洞
察
す
る
に
敏

　
　
　

な
る
細
流
の
徒
は
、
茲
に
法
燈
の
光
明
の
将
来
を
考
慮
し
、
時
世
の
趨
勢
に
順
庶
せ
る
教
界
の
維
持
登
展
策
を
立
り
。
る
こ
と
ｉ
な
り

　
　
　

た
。
彼
等
は
漸
次
社
會
的
存
在
り
意
義
を
顕
著
な
ら
し
め
牡
會
的
に
棒
頭
し
つ
ｘ
あ
る
一
般
庶
民
大
衆
が
、
殊
に
商
人
階
級
が
将
床

ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。
へ

　

、

弱

　
　

の
社
費
に
有
力
な
る
も
の
と
た
る
べ
き
を
想
i
3
’
　
ｆ
ｅ
来
の
佛
教
の
善
い
保
護
者
後
援
者
支
持
者
と
し
て
庶
民
大
衆
の
有
望
な
る
を
逆

-



夕

　
　

堵
し
、
乃
ち
廣
く
庶
民
大
衆
に
呼
び
か
け
て
庶
民
殷
會
に
佛
教
の
弘
通
を
策
す
る
新
方
針
を
以
て
進
む
こ
と
ｘ
な
っ
た
。
そ
の
方
法

　
　
　

は
多
種
多
様
に
し
て
、
寺
院
が
地
方
的
に
有
す
る
特
殊
握
力
を
以
て
民
衆
を
庇
護
し
、
之
に
仙
り
て
庶
民
大
衆
の
心
を
佛
教
に
惹
か

　
　
　

む
と
す
る
も
一
策
な
れ
ば
、
南
北
朝
以
来
の
邑
會
・
義
邑
の
系
統
を
惹
く
佛
教
信
仰
組
合
た
る
祀
邑
を
都
合
よ
く
指
導
し
て
、
宣
教

　
　
　

と
同
時
に
寺
院
の
勢
力
を
張
ら
む
と
す
る
も
一
策
で
あ
り
、
此
の
方
面
の
努
力
に
相
常
の
方
法
も
講
じ
た
。
即
ち
第
一
策
に
就
き
て

　
　
　

は
安
峰
山
の
暇
後
、
政
府
が
國
家
財
政
の
窮
乏
を
救
は
む
が
篤
に
惑
名
産
牒
の
官
費
を
篤
す
や
、
香
水
鏡
を
出
だ
し
て
港
名
度
牒
を

　
　
　

購
入
し
、
竹
籍
に
入
り
て
貫
役
・
丘
ハ
役
の
義
務
を
免
が
れ
む
と
す
る
庶
民
百
姓
の
篤
に
寺
院
は
喜
ん
で
得
度
を
輿
へ
、
地
方
官
憲
に

　
　
　

周
旋
し
て
篠
役
・
兵
役
の
義
務
免
除
に
後
援
し
、
或
は
百
姓
を
私
に
産
し
て
・
、
逐
に
寺
院
の
特
殊
握
力
を
以
て
地
方
官
憲
を
地
方
的

　
　
　

に
動
か
し
、
同
じ
く
篠
役
・
兵
役
の
義
務
を
免
が
れ
し
め
、
第
二
策
に
就
き
て
は
、
斯
く
し
て
寺
院
と
密
接
た
る
開
係
を
生
ぜ
し
庶

　
　
　

民
百
姓
を
し
て
寺
院
所
属
の
佛
教
信
仰
国
頭
た
る
祀
邑
に
祀
子
印
ち
組
合
員
と
し
て
加
盟
せ
し
め
て
信
仰
心
を
昂
揚
せ
し
む
る
と
共

　
　
　

に
寺
院
の
篤
に
精
８
　
的
物
質
的
に
養
体
せ
し
む
る
様
な
こ
と
を
篤
し
た
。
前
策
に
就
き
て
は
『
龍
谷
大
學
佛
教
史
學
論
叢
』
所
掲
の

　
　
　

拙
稿
『
中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
侭
濫
偕
に
開
す
る
一
根
本
史
料
の
研
究
』
に
於
て
、
後
策
に
就
き
て
は
『
史
林
』
第
二
十
四
巻
第
三

　
　
　

彼
所
掲
の
拙
稿
『
佛
教
信
仰
に
基
き
て
組
織
せ
ら
れ
た
る
中
晩
唐
五
代
時
代
の
祀
邑
に
就
き
て
（
上
）
』
に
於
て
、
そ
れ
ぐ
瞰
煌
登

　
　
　

見
の
営
時
の
民
間
根
本
史
料
に
機
り
て
論
述
す
る
所
あ
れ
ば
、
茲
に
贅
言
を
致
さ
ぬ
が
、
何
と
巾
し
て
も
、
庶
民
大
衆
の
佛
教
に
對

　
　
　

す
る
信
仰
心
を
助
便
昂
揚
せ
し
む
る
こ
と
は
根
本
的
方
策
で
、
之
が
篤
に
は
廣
く
講
経
説
法
を
行
ひ
庶
民
大
衆
を
し
て
遍
ね
く
三
賓

　
　
　

四
王
の
威
力
と
墜
瞼
と
を
認
識
せ
し
め
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
庶
民
大
衆
は
本
来
非
知
識
階
級
な
る
な
れ
ば
、
従
来
の
貴
族
紺

　
　
　

紳
階
級
に
於
て
篤
し
た
る
が
如
く
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
『
大
般
涅
槃
経
』
『
大
方
炭
佛
華
巌
経
』
『
維
摩
詰
所
説
経
』

　

■
ｅ
･
鼎
一
ｉ
Ｓ
Ｑ
　
m
m

　
　
　

頌
暦
数
Ｅ
問
昔
評
皿
ぱ
膳
ぺ
１
『
大
方
便
佛
報
恩
経
』
の
如
き
内
容
宏
遠
な
る
佛
教
哲
學
書
を
教
學
的
・
學
間
的

- － －
２

ミふ ･ －



　
　
　

に
講
述
し
て
も
、
其
に
・
之
を
理
解
し
之
』
に
慄
り
て
員
の
佛
教
信
仰
三
昧
に
入
る
者
は
極
め
て
寡
少
に
・
し
て
、
。
殆
ん
ど
大
部
分
・
の
者
に

　
　
　

は
唯
そ
の
撮
験
的
な
こ
と
だ
け
し
か
受
け
取
ら
れ
な
い
。
彼
等
庶
民
大
衆
は
寺
院
の
講
経
説
法
の
席
に
は
參
會
し
て
も
、
理
解
が
出

　
　

ｊ

　
　
　
　
　

／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哺

　
　
　

来
ぬ
と
倦
怠
を
生
じ
、
漸
次
參
會
せ
ぬ
こ
と
χ
な
り
易
い
。
寺
院
と
し
て
は
可
成
的
に
庶
民
大
衆
を
講
経
説
法
の
席
に
參
會
せ
し
め

　
　
　

て
佛
散
や
寺
院
に
開
心
せ
し
む
る
様
に
篤
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
茲
に
於
て
か
寺
院
に
、
於
て
考
案
し
た
る
特
殊
な
る
講
経
説
法
が
現

　
　
　

は
れ
た
。
こ
れ
が
中
唐
晩
唐
五
代
間
を
通
じ
て
遍
ね
く
支
那
寺
院
に
て
盛
行
せ
ら
れ
た
る
所
謂
俗
講
で
あ
る
。

　
　
　
　

俗
講
と
は
、
今
更
事
新
し
く
説
明
す
る
迄
も
な
く
、
庶
民
大
衆
・
ｙ
非
知
識
階
級
の
人
々
に
宏
遠
な
る
佛
教
々
理
を
理
解
せ
し
む
べ

　
　
　

く
極
め
て
通
俗
卑
近
に
経
典
の
内
容
を
辞
い
て
講
述
説
法
す
る
こ
と
に
し
て
、
蓋
し
通
俗
講
経
１
通
俗
説
法
の
意
な
る
べ
く
、
そ
の

　
　
　

對
象
は
常
に
世
俗
一
般
庶
民
大
衆
な
の
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
『
妙
法
蓮
華
経
』
に
し
ろ
、
『
大
般
涅
槃
経
』
『
大
方
虞
佛
華
巌
経
』
の

　
　
　

類
に
し
ろ
、
輦
に
そ
の
文
。
句
の
講
述
た
ら
ば
格
別
、
そ
の
内
容
と
す
る
所
は
宏
遠
な
る
佛
散
哲
學
な
れ
ば
、
如
何
に
卑
近
通
俗
に
倅

　
　
　

い
て
講
達
し
、
世
俗
的
な
言
跡
を
用
０
　
て
如
何
に
理
解
し
易
く
平
易
に
講
述
し
て
も
、
非
知
識
階
級
た
る
庶
民
大
衆
に
は
、
概
ね
會

　
　
　

得
し
得
ざ
る
こ
と
に
逼
し
、
寓
言
比
喩
の
話
の
如
き
枝
葉
方
便
的
事
賓
は
理
解
し
て
も
、
之
を
通
じ
て
教
理
を
理
解
す
る
こ
と
は
殆

　
　

‘
ん
ど
不
可
能
で
、
そ
の
鴬
低
聞
者
が
倦
怠
を
感
じ
、
俗
講
の
目
的
を
建
し
得
ざ
芯
場
合
が
多
い
。
老
婆
、
探
女
に
至
り
て
は
携
帯
す

　
　
　

る
行
１
　
を
食
ふ
が
楽
み
の
篤
に
俗
講
に
參
會
す
る
と
謂
ふ
様
な
傾
向
さ
へ
生
す
る
。
或
は
參
會
題
問
者
が
漸
次
減
少
す
る
こ
と
も
あ

　
　
　

る
。
然
れ
ば
寺
院
側
、
主
催
者
側
と
し
て
は
、
題
聞
者
た
る
庶
民
大
衆
の
心
を
し
て
倦
怠
を
生
ぜ
し
む
る
は
、
や
が
て
彼
等
の
佛
教

　
　
　

に
對
す
る
開
心
を
淡
く
せ
し
む
る
虜
が
あ
り
、
民
心
が
佛
教
よ
り
離
れ
行
く
は
、
佛
教
の
将
来
、
寺
院
の
将
末
の
酋
長
に
大
影
響
を

　
　
　

生
や
る
筈
で
あ
る
。
故
に
可
及
的
に
俗
講
を
盛
大
な
ら
し
む
る
工
夫
を
篤
し
、
一
人
に
て
も
多
く
嘉
聞
者
を
糾
合
せ
た
け
れ
ば
な
ら

4
6

　
　

ぬ
。
そ
の
篤
に
は
種
々
の
工
夫
も
致
さ
れ
、
例
せ
ば
寺
腕
の
地
方
的
特
殊
権
力
が
庶
民
大
衆
生
活
の
福
利
を
保
護
す
る
も
の
な
る
と

－ - -３一一一



Ｍ

　
　

と
の
宣
傅
の
如
き
も
あ
っ
た
。
そ
の
事
は
私
か
『
支
那
佛
散
史
學
』
第
二
巻
第
四
胱
所
載
の
『
梁
戸
汝
』
（
三
）
に
佛
國
々
立
居
書
館

　
　
　

所
蔵
熾
煌
文
書
第
貳
壹
八
七
胱
の
『
寺
院
特
殊
握
力
擁
護
宣
言
』
を
畢
げ
て
述
ぶ
る
所
、
茲
に
贅
言
せ
ぬ
。
蓋
し
寺
院
の
特
殊
握
力

　
　
　

が
地
方
行
政
握
と
對
等
的
資
力
を
有
し
、
寺
院
勢
力
の
庇
護
圏
内
に
在
ら
ば
、
庶
忌
大
衆
は
精
４
　
的
物
質
的
に
福
利
至
旱
く
べ
き
こ

　
　
　

と
を
主
張
し
て
、
庶
民
大
衆
の
心
を
寺
院
に
惹
か
む
と
せ
し
も
の
に
し
て
、
事
変
寺
院
勢
力
は
強
か
り
し
な
れ
ば
、
そ
の
宣
言
す
る

　
　
　

所
必
ら
す
し
も
虚
誕
な
ら
す
、
庶
民
は
之
に
よ
り
て
相
営
に
寺
院
の
庇
護
圏
内
に
逃
れ
、
貧
役
・
兵
役
の
義
務
な
ど
を
同
避
し
得
て

　
　
　

寺
院
の
支
援
者
と
な
り
し
者
多
か
り
し
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

し
か
も
此
等
の
宣
言
主
張
と
雖
も
、
之
を
大
衆
に
知
ら
す
機
會
は
講
経
説
法
の
席
な
れ
ば
、
何
と
申
し
て
も
、
俗
講
の
１
　
會
者
を

　
　
　

噌
す
こ
と
が
根
本
的
急
務
で
、
其
の
篤
に
は
経
典
の
平
易
な
講
述
の
間
に
挾
み
て
梢
飴
興
的
な
催
物
を
催
し
、
聴
聞
の
庶
民
大
衆
を

　
　
　

し
て
倦
怠
の
心
を
生
ぜ
ざ
ら
し
む
る
一
方
法
と
致
し
た
。
此
の
俗
講
の
変
情
、
特
に
講
経
の
間
に
挾
み
た
る
録
興
的
催
物
に
就
き
て

　
　

４

　
　
　

は
多
少
調
査
し
鄙
見
も
あ
る
が
、
茲
に
て
は
都
べ
て
省
略
す
る
。
唯
其
の
催
物
は
初
期
に
は
主
と
し
て
因
縁
談
の
譚
説
、
梢
下
り
て

　
　
　

は
佛
徳
讃
嘆
の
吟
詠
物
の
吟
詠
に
し
て
、
之
が
益
々
進
化
し
て
中
唐
末
・
晩
唐
に
入
り
て
は
平
話
膿
の
譚
説
と
韻
文
た
る
吟
詠
と
の

　
　
　

交
錯
せ
る
も
の
や
、
更
に
其
の
上
に
聾
色
の
白
を
も
交
錯
せ
る
も
の
を
十
二
宮
調
の
苛
楽
に
伴
は
せ
て
譚
説
・
吟
詠
・
発
色
す
る
様

　
　
　

に
腿
達
し
た
る
も
の
ら
し
い
こ
と
だ
け
を
述
べ
て
置
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

　
　
　
　

此
の
梢
鹸
興
的
の
催
物
と
雖
も
決
し
て
淫
旋
鄙
褒
た
ゞ
布
施
を
逡
ふ
る
の
み
を
目
的
と
し
た
る
も
の
で
は
な
く
、
少
く
と
も
巾
唐

　
　
　

・
晩
唐
・
五
代
間
の
そ
れ
は
、
佛
教
信
仰
本
位
的
な
も
の
で
、
之
を
以
て
し
て
も
佛
散
宣
揚
弘
通
に
資
し
得
る
程
度
の
も
の
に
は
非

ざ
り
し
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
『
貿
冶
通
鑑
』
巷
二
白
四
士
二
、
唐
紀
五
十
九
、
敬
宗
の
賓
暦
二
年
間
％
穀
ご
八
月
穣
に
、



　
　
　
　
　

六
月
…
…
己
卯
。
上
幸
興
福
寺
。
観
沙
門
文
激
俗
露
。

　
　
　

と
あ
り
て
、
そ
の
胡
三
省
の
註
に
、

　
　
　
　
　

鐸
氏
講
隠
類
談
室
有
而
俗
講
者
。
叉
不
能
演
惑
有
之
義
。
徒
以
愧
俗
。
遡
布
施
而
己
。

　
　
　

と
あ
る
。
此
の
註
よ
り
見
れ
ば
、
中
唐
時
代
の
俗
講
の
飴
興
的
催
物
は
如
何
に
も
低
級
に
し
て
卑
俗
的
、
講
談
的
、
藤
人
的
の
も
の

　
　
　

な
る
か
の
如
く
見
え
、
此
の
註
を
妄
信
す
る
學
者
は
常
時
の
俗
講
が
如
何
に
も
堕
落
せ
ろ
興
行
物
な
り
し
も
の
ｘ
如
く
説
く
の
で
あ

　
　
　

る
が
果
し
て
然
る
や
否
や
疑
を
硬
せ
ざ
る
を
得
ぬ
。
勿
論
中
唐
時
代
の
俗
講
に
於
て
も
、
そ
の
梢
々
餓
興
的
な
ろ
催
物
は
聴
衆
庶
民

　
　
　

の
倦
怠
心
の
生
す
る
を
橡
防
せ
む
が
目
的
な
れ
ば
、
こ
は
俗
講
開
催
の
み
的
の
主
醒
で
は
な
く
、
目
的
の
主
醵
は
佛
教
経
典
を
極
め

　
　
　

て
平
易
に
通
俗
的
に
講
述
し
て
聴
聞
大
衆
の
心
に
崇
佛
心
を
吹
き
込
む
に
在
り
、
故
に
俗
講
と
し
て
は
講
経
が
主
醍
に
し
て
催
物
は

　
　

・

　
　
　

竟
に
副
た
る
に
過
ぎ
ぬ
。
敗
に
佛
敦
経
典
の
平
１
　
通
俗
的
講
達
と
此
の
飴
興
的
催
物
と
は
同
じ
一
寺
の
俗
講
の
座
に
於
て
も
、
之
を

　
　

５

　
　
　

行
ふ
席
を
異
に
し
、
鹸
興
的
催
物
を
以
て
祁
聖
な
る
講
経
の
平
易
通
俗
的
講
述
の
荘
重
を
冒
涜
せ
ぜ
ら
む
こ
と
に
努
め
た
る
も
７

　
　
　

し
い
。
そ
の
瞭
抹
の
Ｉ
と
し
て
畢
げ
得
る
は
唐
の
蘇
鸚
の
『
杜
陽
雑
編
』
巻
下
の
誌
宗
の
崇
佛
記
事
で
あ
る
。
曰
く
、

　
　
　
　
　

上
で
墜
宗
）
敬
天
竺
教
・
〔
賦
通
〕
十
二
年
前
碑
心
竺
】
Ｅ
ご
今
製
二
高
鷹
賜
新
安
國
寺
・
一
日
講
座
・
一
曰
鼎
経
座
・
各

　
　
　
　
　

高
二
丈
。
孫
沈
檀
篤
骨
。
以
漆
塗
之
。
錫
金
銀
篤
龍
鳳
花
木
之
形
。
禍
覆
其
上
。
叉
置
小
方
座
。
前
陳
経
案
。
次
設
香
盆
。
四

　
　
　
　
　

隅
立
金
頴
伽
。
高
三
丈
。
磯
道
欄
檻
。
無
不
悉
具
前
。
繍
錦
裾
裾
。
精
巧
奇
絶
。
冠
于
一
時
。
即
設
萬
人
斎
。
勅
大
徳
愉
撤
首

　
　
　
　
　

篤
講
論
。
云
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
‐

　
　
　
　

此
の
長
安
左
街
の
大
明
宮
の
延
政
門
外
に
位
置
す
る
長
楽
坊
の
大
安
國
寺
は
容
宗
在
藩
滑
龍
時
代
の
奮
宅
に
し
て
、
寫
宗
の
即
位

作

　

奉
９
景
貫
年
詰
七
一
友
靉
に
佛
寺
と
鴬
さ
れ
た
る
も
の
、
髭
宗
が
賦
通
十
二
年
冬
に
製
し
＼
-
'
賜
０
　
光
Ｋ
>
講
座
・
唱
起
座



5
6

　
　

の
二
高
座
は
、
翌
咸
通
デ
三
年
正
月
上
旬
開
催
の
恒
例
の
春
座
俗
誰
に
使
用
す
べ
く
、
間
に
合
は
し
た
る
認
に
、
前
年
の
１
　
二
月
に

　
　
　

寄
進
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
が
、
此
の
二
高
座
は
決
し
て
此
の
時
此
の
寺
に
創
設
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
は
非
ざ
る
べ
く
、
従
来
俗
講

　
　
　

開
催
に
鴬
り
て
償
行
せ
ら
る
ｘ
先
例
に
則
り
、
一
雇
立
派
な
る
も
の
を
新
に
勅
賜
や
ら
れ
た
る
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

　
　
　

此
の
講
座
は
則
ち
『
妙
法
蓮
華
終
「
力
至
『
大
方
廣
佛
華
読
経
』
の
如
き
紳
聖
宏
遠
な
る
経
典
を
、
高
偕
・
大
徳
が
通
俗
平
易
に
講

　
　
　

述
す
る
座
に
し
て
、
唱
終
座
は
梢
締
興
的
催
物
を
行
ふ
ぺ
き
座
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
俗
講
の
席
に
列
な
る
衆
鰻
が
異
口
同
晋
に
祁
聖

　
　
　

な
る
経
文
を
誦
唱
す
る
座
の
様
に
も
解
せ
ら
れ
た
い
こ
と
も
な
い
が
、
後
世
、
北
宋

　

南
宋
時
代
の
瓦
子
の
勾
欄
の
棚
に
於
て
嘔
人

　
　
　

が
興
行
物
と
し
て
演
出
す
る
説
経
・
談
終
、
印
ち
全
然
佛
徳
尊
崇
・
佛
敦
宣
揚
の
目
的
拠
］
く
し
て
、
寧
ろ
佛
教
関
係
の
話
を
諧
謔
的

　
　
　

に
茶
化
し
て
演
ず
る
も
の
を
、
一
名
に
唱
経
と
も
俗
孵
し
た
る
こ
と
あ
る
に
徴
鐙
す
れ
ば
、
之
が
淵
源
た
る
中
唐
晩
唐
時
代
の
俗
講

　
　

゛

　
　
　

の
唱
経
座
は
、
衆
鮒
異
口
同
普
讃
終
の
座
と
観
る
よ
り
も
、
寧
ろ
俗
論
の
節
興
的
催
物
を
演
す
る
座
な
ら
む
と
観
る
方
が
安
営
た
る

　
　

６

　
　
　

見
解
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
斯
く
の
如
く
に
し
て
中
唐
・
晩
唐
・
五
代
間
の
寺
院
の
俗
講
に
於
て
は
講
座
と
唱
終
座
と
が
常
に
並
び
置

　
　
　

か
れ
、
梢
餓
興
的
催
物
は
後
者
の
座
に
於
て
の
み
庇
ぜ
ら
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
印
ち
講
座
に
て
『
妙
決
蓮
華
経
』
瞥
門
品
の
初

　
　
　

段
が
牛
時
間
ば
か
り
平
易
に
講
述
せ
ら
れ
経
る
や
直
に
唱
縦
座
に
て
因
縁
談
の
譚
説
や
佛
徳
讃
嘆
の
吟
詠
が
音
楽
に
件
は
れ
て
三
１
　

　
　
　

分
間
ば
か
り
行
は
れ
、
次
に
講
座
に
て
普
門
品
の
第
二
段
が
引
き
綾
き
講
述
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
様
な
具
合
で
あ
る
。
除
興
的
催
物
が

　
　
　

副
た
る
篤
、
座
を
異
に
し
て
少
し
く
遠
慮
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

然
る
に
『
賢
治
通
鑑
』
の
胡
三
省
の
註
に
て
は
昔
に
鯨
興
的
催
物
た
る
の
み
な
ら
す
、
俗
講
の
主
醵
た
る
講
経
す
ら
も
、
徒
に
俗

　
　
　

を
愧
ば
し
布
施
の
一
文
に
て
も
多
か
ら
む
こ
と
を
望
む
極
め
て
堕
落
せ
る
卑
俗
な
も
の
と
解
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
茲
に
注
意

　
　
　

す
べ
き
は
『
資
治
通
鑑
』
の
本
文
と
、
胡
三
省
の
註
と
の
開
係
で
あ
る
。
『
賢
治
通
鑑
お
本
文
に
見
ゆ
る
敬
宗
が
沙
門
恋
諏
の
狐
す



俗
講
を
観
に
行
か
れ
た
興
禰
寺
は
長
安
右
街
、
披
庭
宮
の
西
、
通
明
門
外
こ
方
林
門
南
、
・
光
化
門
内
０
　
修
徳
坊
に
在
り
て
、
元
は
王

君
郭
口
宅
に
係
り
ヽ
太
宗
の
貞
観
八
年
混
作
詔
靉
に
太
穆
良
后
の
尨
扁
の
焉
に
寺
と
貧
ヒ
に
宏
厖
寺
の
名
を
賜
ひ
、
中
宗
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー

祁
龍
元
年
醒
匹
し
匹
公
一
年
に
興
禰
寺
と
改
啼
し
た
ぞ
意
義
重
要
な
る
．
寺
院
？

暦
時
代
に
於
て
も
、
此
の
寺
が
太
宗
勅
置
の
奮
刹
、
太
穆
皇
后
追
箱
の
菩
提
寺
と
し
て
、
長
安
城
内
寺
院
中
に
於
て
毛
寺
格
高
く
尊

重
せ
ら
れ
た
る
な
ら
む
こ
と
は
略
ぼ
推
想
に
餓
あ
り
、
斯
様
た
る
寺
の
俗
縁
に
於
て
淫
檀
鄙
俗
興
行
物
の
如
き
卑
爽
た
る
講
説
、
’
宋

代
の
瓦
子
の
勾
欄
の
棚
に
て
唱
経
と
硲
し
て
行
は
れ
た
る
が
如
き
野
鄙
淫
甕
な
る
講
説
が
行
は
れ
、
し
か
も
時
の
君
主
敬
宗
が
行
幸

し
て
斯
か
る
も
。
の
を
観
た
り
蔀
い
た
り
し
た
と
は
到
底
考
察
し
能
は
ぬ
。
此
の
際
の
興
厖
寺
の
講
座
に
て
講
述
せ
し
竹
は
、
た
と
ひ

高
竹
・
碩
徳
た
ら
す
と
し
て
も
、
相
富
の
學
徳
あ
り
武
面
目
な
各
竹
の
通
俗
的
唐
維
な
る
べ
く
、
そ
の
唱
経
座
に
て
演
出
せ
し
も
の

は
庶
民
大
衆
の
倦
怠
を
慰
す
る
梢
々
餓
興
的
の
譚
説
物
・
吟
詠
物
な
れ
ば
と
て
、
撒
ほ
本
旨
と
七
て
は
虞
面
目
な
る
佛
教
宣
揚

　

佛

徳
讃
嘆
の
も
の
な
り
し
と
観
な
け
れ
ば
な
ら
犬
そ
の
梢
々
齢
興
的
催
物
な
り
と
謂
ふ
篤
に
、
直
に
淫
檀
鄙
褒
の
辞
を
以
て
絵
論
に

候
託
し
て
道
化
的
・
興
行
物
的
な
も
の
を
演
出
し
た
り
と
は
断
じ
得
ざ
る
べ
く
、
現
に
『
貿
治
通
鑑
』
該
條
の
記
事
に
も
然
か
く
享

渠
的
・
遊
戯
的
・
酪
人
的
・
奥
行
物
的
演
出
の
説
述
の
一
言
牛
句
も
無
い
の
み
た
ら
す
、
此
の
賓
暦
二
年
よ
り
僅
に
十
二
三
勢
目
の

文
宗
の
開
成
三
年
醒
四
心

受
大
師
圓
仁
の
『
入
唐
求

印
匹
匹
一
年
頃
の
俗
講
そ
の
他
の
事
情
を
ゝ
そ
の
親
し
く
見
聞
せ
る
曼
瞼
に
基
い
て
記
し
た
る
彼
の
我
が
慈

法
巡
疆
行
記
』
巻
一
、
開
成
三
年
１
　
一
月
二
十
四
日
の
條
に
、
文
宗
時
代
に
庶
民
大
衆
に
傅
道
す
る
化
俗

　
　
　

法
師
た
る
も
の
Ｘ
あ
る
こ
と
を
記
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
ヽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
ー

　
　
　
　
　

叉
有
化
俗
法
師
。
呉
本
國
導
飛
教
化
価
同
也
。
脆
世
間
無
常
苦
窓
之
理
。
化
導
男
弟
子
女
弟
子
。
呼
俗
化
俗
法
師
也
。

あ

　
　

と
あ
び
、
化
俗
法
師
は
其
の
名
の
通
り
、
世
間
の
無
常
苦
室
の
理
を
通
俗
平
易
に
説
い
て
庶
民
大
衆
を
教
化
す
る
大
衆
相
手
の
説
教

７
-



９

　

鮒
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
決
し
て
借
侶
た
る
の
自
発
を
忘
れ
て
居
ら
す
、
無
常
を
説
い
て
男
女
弟
子
を
化
導
す
る
を
本
務
と
し
、
淫

’

　

磯
鄙
褒
の
辞
を
弄
す
’
・
前
人
化
１
　
　
た
ら
説
経
渡
世
の
廓
皆
ぎ
囃
糾
七
ｒ
は
な
≒
本
旨
本
務
を
忘
れ
居
ら
ざ
ら
通
俗
的
傅
道
師
ｒ

　
　
　

あ
る
。
所
謂
化
俗
法
師
す
ら
そ
れ
斯
く
の
如
き
も
の
な
る
な
れ
ば
、
敬
宗
・
文
宗
・
武
宗
時
代
の
俗
唐
の
唱
経
座
に
演
出
す
る
も
の

　
　
　

と
雖
も
、
蓋
し
佛
敦
宣
揚
・
佛
徳
讃
嘆
の
本
旨
を
外
れ
た
る
も
の
に
は
非
ざ
り
し
な
る
べ
く
、
布
施
の
一
文
に
て
も
多
か
ら
む
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ガ
タ
リ

　
　

ウ
ク
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

　
　
　

を
望
み
て
淫
旋
鄙
藪
な
佛
経
仮
託
の
譚
説
・
吟
詠
を
篤
し
た
も
の
と
は
考
へ
ら
れ
ぬ
、
矧
ん
や
武
宗
時
代
の
如
く
勅
命
に
採
り
て
開

　
　
　

催
せ
し
俗
講
の
唐
経
説
法
吟
紅
の
伶
侶
に
於
て
を
や
で
あ
る
、
此
の
鮎
特
に
考
察
し
て
置
が
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。

　
　
　
　

玖
に
胡
三
省
は
周
知
の
通
り
、
富
宋
末
・
元
初
の
人
で
あ
る
、
此
の
頃
に
は
屡
々
説
及
し
た
る
如
く
、
瓦
子
の
勾
欄
の
棚
に
於
て

　
　
　

仝
然
興
行
物
化
し
た
る
唱
縫
盛
に
行
は
れ
、
佛
紅
に
仮
託
し
た
る
淫
随
鄙
襄
な
る
説
経
・
談
紅
が
公
々
然
と
演
出
せ
ら
れ
て
庶
民
大

　
　
　

衆
の
嫂
楽
物
と
な
っ
て
居
り
、
そ
の
影
響
す
る
所
、
寺
院
に
於
け
る
講
紅
説
法
の
際
の
絵
興
的
催
物
も
堕
落
し
て
、
勾
欄
の
棚
に
て

　
　
　

演
出
す
る
が
如
き
淫
硫
鄙
褒
た
る
も
の
盛
に
行
は
れ
た
れ
ば
、
胡
三
省
が
そ
の
親
し
く
目
撃
智
瞼
す
る
所
を
述
べ
て
「
叉
不
能
演
窓

　
　
　

有
之
義
。
徒
以
悦
俗
、
遡
布
施
而
己
」
と
謂
へ
る
は
誤
で
は
な
い
が
、
此
の
南
宋
末
・
元
初
の
賓
蜻
を
以
て
直
に
唐
の
敬
宗
時
代
の

　
　
　

そ
れ
を
説
明
す
べ
く
註
と
篤
し
た
る
は
梢
軽
率
の
感
が
あ
る
。
仮
に
一
歩
を
譲
り
て
胡
三
省
の
註
は
胡
三
省
在
世
時
代
の
賓
情
を
述

　
　
　

べ
た
る
も
の
で
、
參
政
の
篤
ま
で
に
茲
に
註
し
た
る
も
の
と
観
て
も
、
大
智
註
と
は
本
文
の
敷
后
的
説
明
な
・
る
な
れ
ば
、
後
の
見
る

　
　
　

者
が
此
の
註
の
内
容
を
以
て
直
に
本
文
を
理
解
せ
む
と
す
る
は
営
然
の
事
な
れ
ば
そ
の
由
を
謂
は
挙
し
て
註
記
と
す
れ
ば
中
唐
時
代

　
　
　

の
俗
唐
が
極
め
て
卑
俗
化
・
講
談
化
・
前
人
化
・
娯
楽
興
行
物
化
せ
し
も
の
と
解
さ
れ
て
も
無
理
で
た
く
、
結
局
中
唐
時
代
の
俗
講

　
　
　

を
然
か
く
低
級
た
る
も
の
と
見
る
學
者
の
生
す
る
は
胡
三
省
の
註
の
然
ら
し
む
る
所
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

　
　
　
　

俗
講
は
前
述
の
通
り
器
民
大
衆

　

非
知
識
階
級
を
對
象
と
す
れ
ば
、
宏
遠
な
る
佛
教
哲
理
を
學
術
的
に
講
じ
た
り
、
佛
教
鰹
典
の

－－

８



　
　
　

文
句
義
理
を
文
献
學
的
哲
學
的
忙
述
ペ
・
た
り
す
る
こ
と
は
錫
さ
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
が
、
胡
三
省
の
註
の
如
く
、
中
唐
・
晩
唐
‘
五
代
。

　
　
　

間
の
俗
講
を
篤
す
脩
侶
が
悉
く
極
め
て
卑
俗
化
・
講
談
家
化
し
て
藤
人
と
相
揮
ば
す
、
布
施
の
一
文
に
て
も
多
か
ら
む
こ
と
を
望
み

　
　
　

て
迫
聞
大
衆
の
意
に
迎
合
し
亡
八
官
的
言
僻
を
弄
し
て
俗
衆
を
焼
ば
す
の
み
に
こ
れ
努
め
て
佛
数
的
立
脚
地
を
全
然
忘
却
し
た
る
底

　
　
　

の
も
の
た
り
し
と
は
叙
上
の
二
箇
の
理
由
よ
り
し
て
も
到
底
考
へ
能
は
ね
。
面
積
廣
大
な
る
唐
の
天
下
、
夥
多
し
き
寺
院
骨
侶
の
存

　
　
　

在
な
れ
ば
、
或
る
地
方
に
て
或
は
部
分
的
に
然
り
し
な
ら
む
こ
と
後
に
諭
す
る
所
の
唐
の
趙
矯
の
『
閃
話
録
し
巻
四
所
見
の
長
安
の
骨

　
　
　

女
激
な
る
者
り
経
論
に
仮
託
し
て
淫
磯
鄙
褒
の
事
を
譚
説
し
、
和
悔
教
坊
の
俗
稀
を
博
し
た
る
が
如
き
者
も
稀
に
は
有
り
し
な
ら
む

　
　
　

も
、
中
唐
・
晩
唐
・
五
代
時
代
の
俗
講
に
説
法
す
る
骨
侶
・
唱
経
座
に
て
飴
興
的
催
物
に
従
事
す
る
僻
侶
が
悉
く
斯
様
壮
者
で
あ
り

　
　
　

俗
講
其
の
も
の
が
全
く
卑
俗
化
し
た
観
覧
遊
興
の
娯
渠
物
化
し
た
も
の
た
り
し
と
は
信
ぜ
ら
れ
ぬ
。
鄙
見
を
以
て
す
れ
ば
、
そ
の
唱

　
　
　

経
座
に
て
聴
聞
庶
民
大
衆
を
し
て
倦
ま
ざ
ら
し
む
る
篤
に
或
る
程
度
種
々
工
夫
し
た
る
催
物
と
雖
も
、
そ
の
本
来
の
目
的
た
る
佛
教

　
　
　

宣
揚
、
崇
佛
心
１
　
　
揚
の
趣
旨
を
失
は
す
、
此
の
催
物
を
通
じ
て
も
庶
民
大
衆
に
佛
徳
讃
嘆
の
心
を
起
さ
し
め
佛
陀
の
殿
異
を
示
し
て

　
　
　

佛
教
に
肺
依
せ
し
む
べ
く
努
洽
た
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
矧
ん
や
講
座
に
於
け
る
講
経
説
法
を
や
で
あ
る
。
部
ち
佛
寺
や
骨
侶
は

　
　
　

管
利
の
み
を
目
的
と
す
る
興
行
物
を
開
催
せ
る
に
は
非
ざ
り
し
故
、
中
唐
・
晩
唐
・
五
代
間
の
俗
講
は
胡
三
省
の
註
に
謂
ふ
よ
り
は

　
　
　

遥
に
真
面
目
、
浅
に
真
摯
。
逞
に
宗
教
的
、
洛
に
訓
誠
的
、
逞
に
勧
善
懲
悪
的
な
も
の
た
り
し
な
ら
む
と
思
は
れ
る
。
し
か
し
何
事

　
　
　

も
堕
落
し
易
く
、
向
上
し
難
き
は
世
の
習
と
て
、
俗
講
も
之
が
五
代
を
経
て
北
宋
・
南
宋
こ
冗
初
へ
と
時
代
の
下
る
儲
に
漸
次
堕
落

　
　
　

し
て
、
佛
寺
の
収
入
の
篤
の
興
行
物
、
骨
侶
の
管
利
の
篤
の
事
業
の
如
き
も
の
と
な
り
た
る
も
の
も
あ
る
べ
く
、
寺
院
の
吸
入
を
計

　
　
　

り
骨
侶
の
懐
中
を
温
か
く
す
る
篤
に
本
旨
を
忘
れ
て
末
に
走
り
、
蕗
人
化
・
興
行
物
化
し
て
一
文
に
て
も
布
施
の
多
か
ら
む
こ
と
に

馮

　
　

是
れ
努
む
る
者
を
も
生
じ
た
で
あ
ら
う
。
胡
三
省
の
目
撃
値
瞼
す
る
も
の
は
則
ち
此
の
種
の
も
の
た
り
し
と
考
へ
ら
れ
る
。

-９一一
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三

　

中
唐
・
晩
唐
時
代
の
俗
講
が
し
か
く
卑
俗
淫
随
鄙
甕
な
る
も
の
な
り
せ
ば
孚
で
か
勅
命
に
依
り
て
之
を
開
催
せ
し
む
る
が
如
き
こ

と
の
あ
ら
む
や
。
然
る
に
我
が
慈
党
大
師
圓
仁
の
『
入
唐
求
法
巡
帽
行
記
ｔ
泰
三
ヽ
’
文
宗
の
開
成
六
年
皿
四
と
一
一
（
一
）
を
年
正
月
九
日

の
條
に
、

　
　

〔
正
月
〕
九
ぽ
五
更
時
。
昇
南
郊
了
。
早
朝
諭
城
。
幸
庇
丹
鳳
楼
。
改
年
蓑
。
改
開
成
六
年
。
篤
會
昌
元
年
。
及
勅
於
左
右
街
七

　
　

寺
開
俗
請
。
左
街
四
處
。
此
貿
聖
寺
。
令
雲
花
寺
賜
紫
大
徳
海
岸
法
師
請
花
政
経
。
保
壽
寺
。
令
左
街
輯
録
三
教
講
論
賜
紫
引

　
　

駕
大
徳
醵
虚
法
師
講
法
花
経
。
菩
提
寺
。
令
招
禰
寺
内
供
奉
三
教
講
論
大
徳
斉
高
法
師
講
涅
槃
経
。
景
公
寺
。
令
光
影
法
師
講

　
　

’
□
□
□
。
右
街
三
處
。
會
昌
寺
。
令
内
供
奉
三
教
講
論
賜
紫
引
駕
起
居
大
徳
文
淑
法
師
講
法
花
紋
。
城
中
俗
講
。
此
法
師
狐
第

　
　

一
。
恵
日
寺
。
崇
禰
寺
講
。
法
師
未
得
其
名
。
又
勅
開
講
道
教
。
左
街
令
勅
新
従
剣
南
道
召
太
清
寓
内
供
奉
矩
令
費
。
於
玄
具

　
　

1
0

　
　

観
講
南
花
等
経
。
右
街
一
處
。
未
得
其
名
。
並
皆
奉
勅
講
。
従
太
和
え
年
以
来
説
講
。
今
上
新
開
。
正
月
十
五
日
起
皆
。
至
二

　
　

月
十
五
日
罷
。

と
あ
る
。
文
宗
の
開
成
六
年
の
年
は
印
ち
武
宗
の
會
昌
元
年
醒
鸚
腎
≒
良
に
、
１
箔
の
非
行
・
侃
濫
伶
侶
の
横
行
に

憤
慨
し
、
趙
笹
具
の
言
に
援
り
て
Ｉ
間
も
な
く
佛
教
界
に
制
新
の
大
賦
槌
を
下
し
た
る
武
宗
も
、
そ
の
即
位
の
初
に
は
、
文
宗
の
大
和

九
年
ぬ
匹
Ｅ
Ｊ
畝
四
年
以
来
ヽ
一
度
慶
止
や
ら
れ
居
た
る
俗
講
を
ば
七
年
目
に
再
興
し
ヽ
而
も
勅
命
を
以
て
左
街
に
於
て
は
現
に
我

が
慈
愛
大
師
圓
仁
・
惟
正
’
惟
暁
の
客
寓
せ
る
崇
仁
坊
の
資
聖
寺
、
翔
善
坊
の
保
壽
寺
、
平
康
坊
の
菩
提
寺
、
常
楽
坊
の
趙
景
公
寺

右
街
に
於
て
は
金
城
坊
の
會
昌
寺
、
懐
徳
坊
の
慧
日
寺
、
休
畔
坊
の
崇
禰
寺
に
て
會
昌
元
年
ｙ
月
十
五
日
よ
り
向
壹
箇
月
間
之
を
開

催
せ
し
め
て
居
る
。
ま
た
同
書
同
巷
同
年
五
月
一
日
已
賢
に
は
所
謂
夏
座
俗
講
開
催
に
開
し
て
、



4７1

　
　

五
月
一
日
。
。
勅
開
講
。
雨
所
十
寺
講
佛
教
。
両
観
講
道
教
。
営
寺
（
―
涜
聖
寺
）
内
供
奉
講
論
大
徳
嗣
標
法
師
。
霊
寺
講
金
剛

　
　

経
。
青
龍
寺
圓
鏡
法
師
。
於
菩
提
寺
講
涅
槃
経
。
白
外
不
能
具
書
。

と
あ
り
、
こ
れ
亦
勅
命
に
抹
る
の
で
画
る
。
ま
た
同
書
同
宿
同
年
九
月
一
日
の
條
に
は
所
謂
秋
座
俗
講
開
催
に
就
き
て

　
　

九
月
一
日
。
勅
所
街
諸
寺
。
開
俗
説
。

と
あ
り
、
こ
れ
亦
勅
命
で
あ
る
。
此
等
の
史
料
は
賓
地
醒
瞼
者
慈
党
大
師
の
手
記
な
れ
ば
信
憑
す
る
に
足
る
べ
き
が
、
そ
の
大
和
九

年
以
来
七
年
開
慶
止
せ
ら
れ
た
る
を
茲
に
會
昌
元
年
に
再
興
し
た
り
と
謂
ふ
は
、
勅
命
に
抹
る
俗
講
開
催
心
興
腹
を
謂
へ
る
も
の
と

解
せ
ら
る
れ
ば
、
勅
命
に
携
ら
す
寺
院
が
自
山
に
開
く
俗
講
は
中
唐
晩
唐
五
代
を
通
じ
て
不
断
に
天
下
各
地
方
に
て
毎
年
春
・
夏
・

秋
の
三
座
開
か
れ
た
る
こ
と
贅
言
を
要
せ
ぬ
こ
と
Ｉ
２
　
は
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　

却
説
右
の
勅
命
に
抹
る
俗
講
開
催
記
事
を
考
媛
す
る
に
、
翻
催
が
既
に
勅
命
な
る
に
加
ふ
る
に
、
出
講
の
伶
侶
は
何
れ
も
一
世
の

高
世
・
碩
徳
の
み
で
あ
る
。
或
は
賜
紫
大
徳
と
謂
ひ
或
は
左
街
世
鉄
三
教
講
論
賜
紫
引
駕
大
徳
と
謂
ふ
。
そ
の
貫
祗
・
學
徳
・
９
　
望

は
一
代
を
堅
す
る
高
世
た
り
し
に
相
違
な
か
ら
う
。
唐
制
に
て
は
百
官
三
品
以
上
の
者
は
紫
服
を
着
用
し
四
品
以
下
、
五
品
以
上
の

者
は
緋
服
を
用
ひ
る
規
定
で
官
吏
に
て
紫
服
の
者
は
高
官
で
あ
る
。
ま
た
官
階
が
三
品
に
鐘
せ
ざ
る
者
に
て
も
動
功
あ
り
て
特
に
優

遇
を
賜
る
際
に
は
賜
紫
と
い
ふ
優
邁
法
を
賜
ひ
金
魚
袋
を
佩
ば
し
む
る
こ
と
『
新
唐
書
』
宿
一
百
三
４
　
九
、
李
泌
傅
に
賜
金
紫
と
し

て
見
え
る
。
世
侶
の
賜
紫
も
之
と
照
尭
す
る
も
の
に
し
て
、
則
天
武
后
の
時
世
法
朗
が
佛
教
界
に
於
け
る
功
績
と
學
徳
と
を
認
め
ら

れ
て
特
に
優
遇
の
意
を
以
て
紫
袈
裟
を
賜
う
だ
の
が
世
侶
賜
紫
の
濫
飾
と
謂
は
れ
、
高
検
∵
碩
徳
一
代
に
冠
絶
す
る
者
に
非
ざ
れ
ば

此
の
条
券
に
異
り
得
ぬ
の
が
原
則
で
、
中
唐
時
代
多
少
濫
賜
の
弊
あ
り
し
と
し
て
も
淫
植
鄙
藪
の
言
を
篤
し
て
大
衆
に
迎
合
し
布
施

の
一
文
に
て
も
多
か
ら
む
こ
と
を
望
む
様
な
庸
世
に
は
賜
ら
ざ
り
し
こ
と
ｘ
信
ぜ
ら
れ
る
。
差
し
鴬
り
我
が
門
跡
寺
院
の
住
持
が
勅

--
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任
官
待
遇
と
し
て
遇
せ
ら
る
Ｘ
と
類
似
す
る
。
次
に
輯
縁
は
輯
録
司
の
長
に
し
て
、
唐
の
文
宗
の
開
成
年
間
に
長
安
左
右
街
に
左
右

　
　
　

街
什
縁
司
を
創
設
し
竹
侶
の
監
督
・
佛
教
の
取
締
を
篤
さ
し
め
た
そ
の
街
録
司
の
長
官
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
亦
高
貴
・
碩
徳
に
非
ず

　
　
　

ん
ば
そ
の
官
た
り
得
な
い
。
三
教
講
論
大
徳
と
は
、
唐
に
て
は
天
子
の
生
誕
日
に
時
々
、
儒
・
佛
・
道
三
教
の
學
者
・
碩
徳
・
大
道
士

　
　
　

を
宮
中
に
召
し
、
天
子
の
御
前
に
て
三
歎
の
義
理
を
静
論
問
答
す
る
儀
式
が
行
は
れ
た
。
例
せ
ば
玄
宗
の
開
元
年
間
帝
の
生
日
に
興

　
　
　

慶
宮
即
ち
東
内
の
華
碁
相
輝
檜
に
臨
御
あ
り
て
法
師
道
気
・
道
士
尹
謙
と
が
講
諭
し
た
る
こ
と
あ
り
、
『
荷
唐
書
』
徳
宗
本
紀
に
貞
元

十
二
年
醒
四
七
３
語
作
年
四
月
の
帝
の
誕
日
即
ち
十
九
日
に
三
歎
講
論
を
行
は
し
め
た
る
こ
と
見
え
ゝ
章
絢
の
『
劉
賓
客
嘉
話
録
』

に
も
。

　
　

徳
宗
誕
日
。
三
教
講
論
。
儒
者
第
一
趙
需
。
第
二
許
孟
容
。
第
三
章
渠
。
牟
呉
竹
景
延
嘲
謔
。

と
あ
る
な
ど
そ
れ
で
あ
る
。
然
れ
ば
此
の
三
教
講
論
の
謂
に
召
さ
る
Ｘ
冊
は
學
徳
並
び
長
じ
た
る
者
で
な
け
れ
ば
た
ら
す
、
之
に
召

さ
る
ｘ
債
は
非
常
な
る
光
楽
な
る
こ
と
猫
ほ
我
が
新
年
の
御
講
書
初
の
進
講
者
の
如
く
、
一
度
此
の
栄
辱
に
昇
り
し
偕
は
三
教
講
論

大
徳
と
稀
し
て
官
側
と
す
る
の
で
あ
る
。
『
入
唐
求
法
巡
趙
行
記
』
所
記
の
通
り
、
會
昌
元
年
勅
命
に
擦
る
春
座
俗
請
の
出
講
者
は
概

ね
賜
紫
大
徳
・
三
教
講
論
大
徳
、
し
か
も
そ
の
講
す
る
も
の
は
『
大
方
廣
佛
華
読
経
』
『
妙
法
蓮
華
経
』
『
大
般
涅
槃
経
』
『
金
剛
般

若
波
羅
密
多
経
』
の
如
き
意
義
宏
遠
な
る
諸
経
典
、
通
俗
平
易
に
は
講
述
し
た
で
は
あ
ら
う
が
、
こ
れ
が
胡
三
省
の
況
く
が
如
き
経

論
に
仮
託
し
て
淫
縫
鄙
奏
の
言
を
弄
す
る
布
施
を
目
的
と
す
る
道
化
戯
劇
的
の
も
の
た
り
し
と
は
考
へ
ら
れ
ぬ
。

　

私
は
興
福
寺
の
如
き
由
緒
あ
る
寺
院
に
て
し
か
も
敬
宗
行
幸
親
し
く
観
聞
せ
ら
れ
た
俗
講
が
、
宋
代
の
瓦
子
の
勾
欄
の
棚
に
於
て

唱
経
と
栃
し
て
興
行
せ
ら
れ
た
る
が
如
き
淫
磯
鄙
奏
の
も
の
と
考
へ
能
は
ざ
る
こ
と
、
胡
三
省
は
南
宋
末
・
元
初
の
人
に
し
て
常
時

の
賓
情
を
以
て
中
唐
代
の
俗
講
の
賓
蜻
を
解
憚
せ
む
と
す
る
事
の
不
合
理
な
る
こ
と
、
會
昌
元
年
春
座
俗
講
再
興
は
勅
命
に
携
る
も
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の
に
し
て
、
出
講
の
債
何
れ
も
一
代
の
高
檜
・
碩
徳
に
し
て
、
講
す
る
経
典
も
亦
佛
教
の
聖
典
な
り
し
こ
と
の
三
理
由
を
述
ベ
ミ

　
　
　

中
唐
・
晩
唐
・
五
代
間
の
所
謂
俗
講
は
、
経
座
に
於
て
講
述
す
る
こ
と
は
勿
論
、
唱
経
座
に
於
て
梢
々
飴
興
的
に
演
出
す
る
も
の
と

　
　
　

雖
も
佛
教
宣
揚
、
佛
徳
讃
嘆
の
因
縁
談
の
譚
説
、
佛
教
的
歌
詠
物
の
吟
詠
、
或
は
譚
説
・
吟
詠
・
白
を
交
錯
せ
る
所
謂
愛
文
物
の
演

　
　
　

出
に
し
て
餓
興
的
と
は
謂
ひ
な
が
ら
真
面
目
だ
る
も
の
な
り
し
な
ら
む
こ
と
を
論
述
し
た
。
。
中
唐
時
代
の
俗
講
の
賓
情
斯
く
の
如
く

　
　
　

に
し
て
茲
に
疑
問
と
た
る
は
俗
講
偕
文
激
に
開
す
る
傅
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

　
　
　
　

中
唐
時
代
俗
講
・
の
名
人
と
し
て
文
激
な
る
偕
の
あ
り
し
こ
と
は
諸
書
に
見
え
て
著
名
で
あ
る
が
『
入
唐
求
法
巡
善
行
記
』
に
■
＞
ｓ
>
、

　
　
　

會
昌
寺
に
て
『
妙
法
蓮
華
経
ご

　
　
　

一
等
の
妙
を
得
た
る
世
と
記
述
し
て
あ
る
。
此
の
記
事
は
慈
愛
大
師
長
安
滞
在
中
の
骸
瞼
的
手
記
な
れ
ば
疑
を
容
る
べ
差
鯨
地
無
ぐ

　
　
　

大
徳
文
淑
法
師
が
俗
講
に
妙
を
得
て
非
常
な
る
評
判
な
り
し
こ
と
を
知
り
得
る
。

　
　
　
　

然
る
に
塚
本
善
隆
氏
の
［
唐
中
期
の
浄
土
教
］
の
第
二
章
「
代
宗
徳
宗
時
代
の
長
安
佛
教
」
の
條
の
註
（
1
9
）
に
『
稗
海
』
叢
書
よ

　
　
　

り
引
用
せ
ら
れ
て
掲
げ
ら
る
ｘ
唐
の
趙
緯
の
『
因
話
録
』
巻
四
の
文
激
な
る
債
に
開
す
る
記
載
に
抹
れ
ば
、

　
　
　
　
　

有
文
激
斡
者
。
公
篤
聚
衆
譚
説
。
仮
託
経
論
。
所
言
無
非
淫
磯
鄙
藪
之
事
。
不
逞
之
徒
。
林
相
鼓
扇
扶
樹
。
愚
夫
冶
婦
。
楽
聞

　
　
　
　
　

其
説
。
聴
者
填
咽
寺
舎
。
隋
噌
崇
奉
。
呼
昌
和
倚
教
坊
。

　
　
　
　

右
の
記
事
に
て
は
此
の
文
激
樹
は
蕗
人
骨
侶
に
し
て
、
経
論
に
仮
託
し
て
道
化
戯
劇
的
言
餅
を
弄
す
る
の
妙
を
以
て
長
安
城
中
に

　
　
　

評
判
高
く
、
此
の
人
の
出
講
に
は
寺
舎
に
聴
聞
煮
溢
れ
た
こ
と
を
知
る
。
和
倚
教
坊
は
僻
蒔
人
の
意
で
あ
る
。
一
見
す
る
所
、
會
昌

丿

　

寺
に
て
俗
論
に
出
講
せ
し
俗
講
の
名
人
、
内
供
奉
三
教
講
論
賜
紫
引
駕
起
居
大
徳
文
淑
法
師
と
此
の
『
因
話
録
』
巻
四
所
見
の
和
洵

|･3



474

教
排
文
浚
貴
と
は
同
一
人
た
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
ぬ
。
宋
の
王
灼
輿
『
碧
鶏
漫
志
』
巻
五
、
文
淑
子
曲
の
、
條
に
『
盧
氏
雑
記
』
を
引

き
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

　
　

文
淑
子
。

　

虞
氏
雑
記
云
。
文
宗
善
吹
小
管
。
貴
文
淑
鴬
入
内
大
徳
。
得
罪
流
之
。
弟
子
敗
入
院
中
蔵
入
家
。
且
猶
作
師
講

　
　

聾
。
上
釆
共
聾
。
製
曲
目
交
淑
子
。
予
考
資
治
通
鑑
。
敬
宗
賓
暦
二
年
六
月
己
卯
。
幸
興
部
寺
。
観
沙
門
文
淑
俗
講
。
敬
文
相

　
　

鱒
。
年
祀
極
近
。
壹
有
二
文
淑
哉
。

と
謂
ふ
論
を
篤
し
て
居
る
。
世
間
往
々
此
の
記
事
に
よ
り
て
興
部
寺
出
講
の
沙
門
文
激
と
會
昌
寺
出
講
の
俗
講
の
名
人
文
淑
法
師
と

淫
旋
鄙
褒
の
１
　
を
弄
す
る
庸
貴
文
激
と
が
同
一
人
な
る
の
説
を
認
す
者
が
あ
る
が
巣
し
て
然
る
か
否
か
。
王
灼
の
こ
れ
だ
け
の
記
事

に
て
は
入
内
大
徳
が
文
淑
法
師
な
る
か
'
　
ｍ
貴
文
激
な
る
か
明
な
ら
す
、
興
禰
寺
の
俗
講
出
演
の
貴
が
大
徳
文
淑
法
師
た
る
か
、
Ⅲ

借
文
激
な
る
か
も
亦
明
た
ら
寸
、
輦
に
俗
論
の
名
人
と
謂
ふ
こ
と
≒
敬
宗
文
宗
雨
時
代
の
橋
績
す
る
こ
と
ｘ
に
抹
り
て
、
敬
宗
時

代
興
部
寺
に
出
演
し
た
る
沙
門
文
激
と
文
宗
の
時
入
内
大
徳
と
な
り
し
文
淑
と
が
同
一
人
た
る
こ
と
の
み
を
推
論
せ
る
迄
に
し
て
、

入
内
大
徳
を
武
宗
時
代
の
内
供
奉
三
教
講
論
賜
紫
引
駕
起
居
大
徳
文
淑
法
師
と
解
す
れ
ば
敬
宗
時
代
興
部
寺
出
講
の
沙
門
文
激
も
大

徳
文
淑
法
師
た
る
べ
く
、
入
内
大
徳
の
文
淑
を
庸
貴
文
激
の
得
意
時
代
と
す
れ
ば
、
興
部
寺
出
演
の
沙
門
文
激
も
則
僣
文
激
の
若
き

時
代
に
営
る
と
謂
ふ
こ
と
を
適
用
し
得
る
の
み
に
し
て
、
王
灼
と
し
て
は
果
し
て
何
れ
の
文
激
を
意
味
し
て
入
内
大
徳
の
文
淑
と
興

禰
寺
出
講
の
文
激
と
が
同
一
人
な
る
こ
と
を
謂
へ
る
か
、
此
の
文
面
の
み
に
て
は
知
り
能
は
ぬ
と
旭
ふ
。
此
の
文
を
讃
み
て
武
宗
時

代
會
昌
寺
出
講
の
俗
講
の
名
人
内
供
奉
三
教
講
論
賜
紫
引
駕
起
居
大
徳
文
淑
法
師
を
以
て
文
宗
時
代
入
内
大
徳
文
淑
に
営
て
敬
宗
時

代
興
禰
寺
出
講
の
沙
門
文
激
を
庸
貴
文
激
と
解
し
、
而
し
て
其
の
富
然
の
錨
結
と
し
七
大
徳
文
淑
法
師
と
庸
貴
文
激
と
を
同
一
人
と

解
す
る
人
あ
ら
む
か
、
か
ｘ
る
人
は
此
の
文
章
を
真
個
に
解
鐸
し
得
ざ
る
人
に
は
非
ざ
る
か
と
疑
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
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仮
に
敬
宗
時
代
興
厖
寺
出
講
の
沙
門
文
゛
激
を
崇
情
文
激
と
解
し
、
文
宗
時
代
入
内
大
徳
と
な
り
し
文
淑
を
大
徳
文
淑
法
師
即
ち
武

　
　
　

翁
時
代
會
昌
寺
出
講
の
高
検
文
淑
法
師
と
解
せ
む
と
欲
し
て
も
、
斯
く
の
如
く
解
称
せ
む
に
は
あ
ま
り
に
も
此
ｐ
文
の
理
路
叙
述
が

　
　
　

整
頓
し
過
ぎ
て
居
り
、
決
し
て
斯
様
に
解
し
能
は
ね
。
要
す
る
に
此
の
文
は
大
徳
文
淑
法
師
か
嘸
撥
女
激
か
の
何
れ
か
一
方
の
検
の

　
　
　

こ
と
を
意
味
し
ぞ
入
内
大
徳
文
淑
と
沙
門
文
激
と
の
同
一
人
な
ら
む
こ
と
を
提
唱
せ
る
ぢ
の
た
る
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
然
る
に
叙

　
　
　

上
の
如
く
興
福
寺
出
講
の
沙
門
文
激
を
以
て
嘸
情
文
激
と
解
し
’
文
宗
時
代
入
内
大
徳
文
淑
を
以
て
大
徳
文
淑
法
師
と
解
し
ミ
同

　
　
　

一
人
説
を
立
つ
る
な
ど
は
、
こ
れ
賓
に
「
観
沙
門
文
激
俗
講
」
の
條
の
胡
三
省
の
註
に
「
叉
不
能
演
惑
有
之
義
徒
以
悦
俗
遡
布
施
而

　
　
　

己
」
と
あ
る
に
惑
は
さ
れ
て
、
沙
門
文
激
を
肖
検
文
激
と
貞
解
し
、
入
内
大
徳
文
淑
を
内
供
奉
三
教
講
論
大
徳
文
淑
法
師
と
篤
し
て

　
　
　

結
局
大
徳
文
淑
法
師
を
も
淫
旋
鄙
襄
の
餅
を
篤
す
者
と
解
し
た
る
が
篤
に
し
て
、
そ
の
篤
に
中
唐
時
代
の
俗
講
が
漸
く
聴
衆
ｓ
意
を

　
　
　

迎
へ
卑
俗
化
し
、
講
談
化
・
歌
謡
化
の
傾
向
甚
だ
し
く
庶
民
の
一
種
の
婬
楽
と
ま
で
な
り
し
も
の
と
謂
ふ
結
論
に
す
ら
逢
す
る
の
で

　
　
　

あ
る
。
之
は
後
に
論
す
る
通
り
大
な
る
誤
解
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
ま
た
沙
門
文
織
を
俐
検
文
激
と
見
る
と
同
時
に
文
宗
時
代
入
内

　
　
　

大
徳
文
淑
も
そ
の
流
罪
な
ど
の
こ
と
あ
る
よ
り
之
を
も
肖
検
文
織
の
後
身
と
見
る
も
亦
謬
見
に
し
て
、
之
も
後
に
論
す
る
通
り
で
あ

　
　
　
　

却
説
文
宗
時
代
入
内
大
徳
の
文
淑
に
つ
き
注
意
す
べ
き
は
、
彼
が
俗
講
に
巧
な
り
し
こ
と
、
文
宗
が
そ
の
聾
を
探
り
て
文
淑
子
曲

　
　
　

と
謂
ふ
笛
曲
を
製
し
た
る
こ
と
の
二
勘
で
あ
る
。
此
の
中
の
文
淑
子
曲
に
開
し
て
は
ま
た
別
に
所
傅
あ
り
、
即
ち
唐
の
段
安
節
の

　
　
　

『
楽
府
雑
録
』
に
文
叙
子
な
る
一
項
あ
り
て
、
敬
宗
の
前
代
た
る
穆
宗
の
長
慶
年
間
皿
四
一
」
Ｊ
ベ
　
　
‐
Ｅ
Ｊ
偏
稗
の
こ
と
Å
し
て
、

　
　
　
　
　

長
慶
中
。
俗
講
伶
文
叙
。
善
吟
経
。
其
聾
宛
暢
。
感
動
里
人
。
楽
工
黄
米
飯
。
依
其
念
四
聾
観
世
曹
菩
薩
。
乃
撰
此
曲
。

4
7
5

　
　

と
あ
る
・
此
處
に
こ
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4
7
6

　

淑
・
叙
は
類
似
字
に
し
て
且
つ
同
音
で
あ
り
、
文
宗
の
製
し
た
る
笛
曲
文
淑
子
曲
も
、
黄
米
飯
の
製
し
た
る
文
叙
子
曲
も
、
共
に
同

　
　
　

一
人
の
骨
た
る
文
淑
或
は
文
叙
と
穏
す
る
俗
講
に
妙
を
得
た
る
教
の
吟
経
の
美
聾
よ
り
翻
し
た
る
も
の
と
察
や
ら
れ
、
而
し
て
営
時

　
　
　

俗
講
の
名
人
の
伶
に
別
に
文
叙
な
る
人
の
あ
り
し
こ
と
史
料
の
限
り
に
於
て
は
我
見
し
得
ざ
れ
ば
、
こ
は
恐
ら
く
は
慈
愛
大
師
の
行

　
　
　

記
に
も
第
一
流
の
俗
講
の
巧
者
と
栃
せ
ら
る
Ｘ
大
徳
文
淑
法
師
其
の
人
た
る
べ
く
、
印
ち
會
昌
寺
出
講
の
大
徳
文
淑
法
師
の
講
経
の

　
　
　

妙
聾
は
、
穆
宗
の
長
慶
年
期
に
先
づ
察
工
黄
米
飯
の
手
に
抹
り
て
文
淑
子
曲
に
作
曲
せ
ら
れ
、
次
で
敬
宗
を
経
て
文
宗
時
代
に
文
宗

　
　
　

の
好
よ
り
文
宗
に
採
り
て
笛
曲
文
淑
子
に
も
作
曲
せ
ら
れ
た
る
こ
と
あ
る
を
知
る
。
黄
米
飯
作
曲
の
も
の
を
『
楽
府
雑
録
』
に
文
淑

　
　
　

子
曲
に
作
ら
す
し
て
文
叙
子
曲
に
作
れ
る
は
、
黄
米
飯
作
と
文
宗
作
と
の
固
文
淑
子
曲
あ
る
篤
、
或
は
黄
米
飯
の
も
の
を
文
宗
の
文

　
　
　

淑
子
曲
と
圓
別
せ
む
が
焉
に
、
常
時
特
に
散
水
扁
を
取
り
去
に
り
て
文
叙
子
曲
と
篤
し
、
以
て
曲
名
と
し
て
の
文
淑
子
と
文
叙
子
と
を

　
　
　

匪
別
所
立
せ
し
む
る
方
便
に
川
で
た
る
も
の
に
は
非
ざ
る
か
。
作
曲
の
由
来
も
曲
名
も
同
じ
く
て
混
雑
し
易
い
訣
鮎
あ
る
も
文
字
を

　
　
　

見
れ
ば
直
に
置
別
し
得
ら
る
Ｘ
謬
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五

　
　
　
　

斯
く
考
察
し
来
れ
ば
唐
の
穆
宗
・
敬
宗
・
文
宗
‘
武
宗
時
代
に
か
け
て
二
人
の
文
激
と
秘
す
る
檜
が
存
世
し
、
何
れ
も
俗
講
に
妙

　
　
　

を
得
、
長
安
庶
民
の
間
に
著
名
な
り
し
謬
で
あ
る
が
、
唯
そ
の
異
な
る
勘
は
、
一
人
は
員
面
目
に
し
て
後
に
高
９
　
碩
徳
と
な
り
、
武

　
　
　

宗
時
代
に
内
供
奉
三
教
講
論
賜
紫
引
駕
起
居
大
徳
と
謂
ふ
条
券
あ
る
地
位
に
登
り
た
る
教
な
る
に
對
し
、
他
の
一
人
は
経
論
に
仮
託

　
　
　

し
て
淫
綸
鄙
奏
の
１
　
を
弄
し
、
衆
庶
に
迎
合
し
て
布
施
を
逞
へ
た
る
蒔
人
的
伶
な
り
し
謬
で
あ
る
。
此
の
庸
伶
文
激
に
つ
き
『
因
話

　
　
　

録
』
の
普
者
趙
琲
は
、
営
時
一
般
・
起
首
人
士
の
此
の
俗
伶
に
對
す
る
世
評
を
記
し
て
次
の
如
く
謂
っ
て
居
る
。
曰
。
く
、

　
　
　
　
　

憚
徒
萄
知
真
理
。
及
文
義
梢
精
。
亦
甚
曖
鄙
之
。
近
日
庸
骨
。
以
名
繋
功
徳
使
。
不
惺
壷
省
府
新
。
以
士
流
好
窺
其
所
謁
。
脱
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衣
冠
過
於
仇
讐
。
而
激
俯
最
甚
。
前
後
杖
背
流
在
適
地
数
矣
。

　
　
　
　

営
時
俗
‐
惜
文
激
が
、
蜀
左
具
理
を
知
り
文
義
梢
通
ず
る
僧
侶
す
ら
か
ら
も
忌
み
嫌
は
れ
者
た
り
し
こ
と
、
衣
冠
階
級
の
人
々
と
相
容

　
　
　

れ
ざ
り
し
こ
と
・
屡
々
罪
せ
ら
れ
て
流
さ
れ
た
る
こ
と
を
知
り
得
る
・
『
因
話
録
』
の
著
者
趙
琲
は
文
宗
の
開
成
二
年
皿
四
Ｅ
Ｊ
訃
七
年

　
　
　

の
進
士
及
第
者
に
し
て
、
武
宗
を
経
て
宣
宗
の
大
中
七
年
昌
貼
付
に
左
補
閥
に
任
ぜ
ら
れ
、
後
に
街
州
刺
史
即
ち
今
日
の

　
　
　

浙
江
省
街
領
地
方
に
刺
史
と
篤
り
し
人
な
れ
ば
、
趙
燐
・
大
徳
文
淑
法
師
’
庸
冊
和
狗
教
坊
文
識
の
三
人
は
時
代
を
同
じ
く
し
、
而

　
　
　

も
長
安
に
生
活
し
た
る
筈
な
れ
ば
若
し
此
の
庸
檜
和
恂
敦
坊
文
激
が
楽
位
に
毘
り
、
武
宗
の
會
昌
元
年
正
月
の
勅
命
に
抹
る
俗
講
に

　
　
　

會
昌
寺
に
て
『
妙
法
蓮
華
経
』
を
講
じ
た
る
池
ら
ば
、
趙
琲
は
営
然
之
を
知
り
た
る
筈
に
し
て
、
必
寸
や
『
因
話
鐘
』
に
於
て
そ
の

　
　
　

事
に
況
き
及
ぼ
し
、
斯
か
る
庸
劣
、
冊
侶
間
に
於
て
す
ら
忌
み
嫌
へ
る
俗
樹
が
身
分
不
相
庶
の
柴
位
に
陸
り
た
る
こ
と
を
指
摘
し
、

　
　
　

勅
命
に
係
る
俗
講
に
斯
様
な
淫
旋
鄙
１
　
の
徒
を
參
輿
せ
し
め
た
る
不
穏
営
さ
を
論
じ
あ
る
べ
き
筈
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
然
る
に

　
　
　

『
因
話
録
』
に
て
は
徹
頭
徹
尾
此
の
庸
冊
を
罵
倒
し
、
非
難
の
要
陥
を
前
述
の
三
方
面
に
置
い
て
居
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
賓
に
不
可
思

　
　
　

議
脱
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
「
碧
鶏
漫
志
」
の
著
者
王
灼
は
『
慮
氏
雑
記
』
を
援
用
し
、
敬
宗
時
代
興
扁
寺
に
出
講
せ
し
沙
門

　
　
　

文
激
と
文
宗
時
代
一
度
流
罪
に
處
せ
ら
れ
た
る
入
内
大
徳
文
淑
と
を
同
一
人
と
見
な
が
ら
、
會
昌
元
年
の
勅
命
俗
講
に
昇
り
し
大
徳

　
　
　

文
淑
法
師
の
こ
と
に
も
、
ま
た
和
倚
教
坊
文
激
輯
の
こ
と
に
も
一
言
牛
句
説
及
し
て
居
ら
ぬ
が
、
こ
れ
も
亦
不
可
思
議
硯
す
べ
き
現

　
　
　

象
と
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　

中
唐
時
代
の
俗
講
が
胡
三
省
の
註
に
謂
ふ
が
如
き
卑
俗
化
・
駱
人
化
・
興
行
物
化
・
講
談
化
・
道
化
遊
戯
化
・
宋
代
の
所
謂
唱
経

　
　
　

化
せ
し
も
の
に
非
ざ
ら
む
こ
と
は
前
に
三
個
の
考
抹
を
皐
げ
て
論
す
る
所
、
此
の
廣
冊
文
激
の
如
く
冊
侶
仲
間
よ
り
忌
み
嫌
は
れ
居

心

　

た
る
者
が
、
争
で
か
勅
命
の
俗
講
に
避
座
め
主
役
と
し
て
『
妙
法
蓮
華
経
』
を
講
寸
べ
く
任
命
推
薦
せ
ら
る
よ
宍
が
あ
ら
う
秋
。
奎
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た
文
宗
時
代
に
経
論
に
仮
託
し
て
淫
位
の
附
を
弄
し
私
人
と
し
て
衆
庶
の
心
を
迎
へ
し
も
の
が
、
筝
で
か
同
じ
文
宗
の
治
世
の
末
・

武
宗
御
極
の
初
頃
に
冊
侶
と
し
て
の
最
高
梨
位
た
る
内
供
奉
三
教
講
論
賜
紫
引
駕
起
居
大
徳
に
阻
り
居
る
こ
と
の
あ
る
べ
き
献
。
斯

か
る
柴
位
に
阻
ら
む
に
は
他
の
賜
紫
大
徳
海
岸
法
師
、
左
街
鮒
録
三
教
講
論
賜
紫
引
駕
大
徳
殷
虚
法
師
、
内
供
奉
三
教
講
論
大
徳
斉

高
法
師
の
輩
と
伯
仲
す
る
學
徳
腿
望
を
備
ふ
る
を
要
し
、
二
十
年
∴
二
十
年
と
謂
ふ
長
年
月
間
の
不
倦
不
断
の
修
業
を
積
む
者
に
非

ざ
れ
ば
到
底
到
達
し
得
ざ
る
梨
位
で
あ
る
。
現
に
海
岸
法
師
・
殷
賑
法
師
・
斉
高
法
師
・
光
影
法
師
等
の
中
に
、
其
の
前
牛
生
の
卑

俗
に
し
て
私
人
の
如
き
生
活
を
篤
し
一
文
一
厘
の
布
施
を
迎
へ
、
厨
侶
仲
間
よ
り
忌
み
嫌
は
れ
者
と
な
り
居
り
し
者
が
あ
る
か
如

何
。
何
れ
も
長
年
月
間
真
面
目
に
修
業
し
法
髭
を
累
積
し
た
る
高
伶
・
碩
徳
の
み
で
あ
る
。
此
等
の
高
伶
・
碩
徳
に
伍
し
て
、
し
か

も
勅
命
を
蒙
り
て
會
昌
寺
に
て
『
妙
法
蓮
華
終
』
を
講
述
し
た
る
程
の
文
淑
法
師
は
真
の
高
僣
・
碩
徳
た
る
べ
き
筈
に
し
て
、
此
の

法
師
は
慈
受
大
師
の
見
聞
の
記
載
の
通
り
、
俗
講
に
て
庶
民
大
衆
を
對
象
と
す
る
講
終
に
他
人
の
及
ぶ
べ
が
ら
ざ
る
濁
特
の
妙
を
得

吟
経
に
巧
な
れ
ば
と
て
、
之
を
以
て
直
に
嘗
て
淫
位
鄙
褒
の
譚
説
を
篤
す
駱
人
の
如
か
り
し
和
恂
歌
坊
庸
冊
文
激
の
後
身
な
６
む
と

判
定
す
る
こ
と
は
到
底
許
さ
れ
ざ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

私
は
（
一
）
中
唐
時
代
０
　
俗
講
に
講
座
・
唱
終
座
の
二
座
の
設
け
あ
り
て
梢
諦
興
的
の
催
物
は
唱
終
座
に
て
所
謂
化
俗
法
師
の
類
の

伶
に
て
行
は
れ
し
も
、
恂
ほ
世
間
無
常
苦
空
の
理
を
脆
き
て
男
弟
子
女
弟
子
を
仁

逢
ふ
る
私
人
的
催
物
・
興
行
物
化
せ
し
も
の
な
ら
ざ
り
し
こ
と
、
（
二
）
『
資
治
通
鑑
』
敬
宗
賓
暦
二
年
の
條
の
胡
三
省
の
註
は
南
宋

末
ｆ
元
初
の
皆
情
の
説
述
に
し
て
、
之
を
以
て
霞
に
中
唐
時
代
の
俗
津
の
賓
情
と
目
す
る
こ
と
の
謬
見
か
ら
か
こ
と
、
（
三
）
中
唐
時

代
ｐ
俗
講
が
然
か
く
淫
磯
鄙
褒
の
餅
を
弄
し
て
卑
俗
化
・
興
行
物
化
せ
る
も
の
な
り
せ
ば
、
争
で
か
武
宗
が
勅
命
を
以
て
之
が
開
催

を
再
興
せ
し
む
る
こ
と
の
あ
る
べ
き
や
と
考
へ
ら
る
ｘ
こ
と
、
（
四
）
會
昌
元
年
正
月
の
俗
講
に
出
講
せ
し
諸
偕
は
皆
高
撥
∵
碩
徳
に
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し
て
富
然
會
昌
寺
に
出
講
せ
し
俗
講
の
名
人
文
淑
法
師
も
亦
高
伶
∵
碩
徳
と
考
へ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
、
（
五
）
『
碧
鶏
漫
壽
』
の
記

　
　
　

述
は
草
に
敬
宗
時
代
興
福
寺
の
俗
講
に
出
講
せ
し
沙
門
文
激
と
、
文
宗
時
代
入
内
大
徳
と
な
り
し
情
文
淑
と
が
同
一
人
た
ら
む
こ
と

　
　
　

を
指
摘
せ
る
迄
で
、
こ
れ
が
雨
者
と
も
和
倚
歎
坊
庸
情
文
汲
な
る
か
、
修
業
を
積
め
る
會
昌
勅
命
出
庫
の
大
徳
文
淑
法
師
た
る
か
、

　
　
　

聘
だ
そ
の
何
れ
か
ゞ
大
徳
文
淑
法
獅
に
し
て
他
が
雍
情
文
激
た
ら
む
こ
と
を
謂
へ
・
る
も
の
に
非
ざ
る
こ
と
を
論
述
し
た
。

　
　
　
　

こ
の
私
の
見
地
よ
ｒ
す
れ
ば
敬
宗
時
代
興
扁
寺
出
講
の
沙
門
す
激
・
文
宗
時
代
入
内
大
徳
と
な
り
し
情
文
‐
淑
・
武
宗
時
代
會
昌
寺

　
　
　

の
勅
命
の
俗
講
に
出
講
せ
し
内
供
奉
三
教
講
論
賜
紫
引
駕
起
居
大
徳
文
淑
法
師
は
荒
し
同
一
人
の
文
激
に
し
て
、
『
囚
話
鎌
』
所
見
の

　
　
　

和
向
教
坊
の
俗
祠
あ
る
庸
情
文
激
と
は
別
人
で
あ
ら
う
と
考
察
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六

　
　
　
　

斯
く
の
如
く
、
私
は
大
徳
文
淑
法
師
と
和
狗
歎
坊
の
儒
あ
る
庸
伶
文
汲
と
を
全
然
別
箇
の
人
と
考
察
し
、
前
者
は
若
き
日
よ
り
得

　
　
　

度
修
業
し
た
る
曼
侶
。
其
０
　
間
或
は
罪
を
得
て
一
度
流
罪
に
゛
處
せ
ら
れ
し
こ
と
も
あ
り
し
な
ら
む
も
、
兎
に
角
穆
宗
・
敬
宗
・
文
宗
‘

　
　
　

武
宗
時
代
に
亙
り
て
在
世
し
、
吟
経
に
巧
に
し
て
俗
講
の
名
人
と
し
て
著
名
な
り
じ
情
侶
、
そ
の
敬
宗
時
代
に
沙
門
文
激
と
記
さ
る

　
　
　

χ
者
が
文
宗
時
代
に
は
入
内
大
徳
に
進
み
、
武
宗
の
初
期
に
は
内
供
奉
三
教
講
論
賜
紫
引
駕
起
居
大
徳
の
渠
位
に
陸
れ
る
も
そ
の
翼

　
　
　

面
目
な
る
情
た
る
こ
と
瀧
自
路
し
て
居
り
、
後
者
は
伶
侶
に
は
相
違
な
か
ら
う
も
、
吟
経
を
以
て
波
世
せ
る
蒔
人
に
し
て
、
そ
の
情

　
　
　

た
る
が
篤
に
時
に
は
二
流
三
流
の
寺
院
な
ど
に
て
興
行
物
的
に
淫
旋
鄙
褒
の
説
教
を
篤
し
庶
民
大
衆
に
は
著
名
な
り
し
な
ら
ん
も
、

　
　
　

勅
命
に
錯
る
第
一
流
寺
院
に
於
け
る
俗
講
な
ど
に
は
出
講
し
得
る
貫
禄
な
き
情
・
情
侶
仲
間
よ
り
忌
み
嫌
は
れ
居
た
る
庸
俗
下
賤
の

　
　
　

襲
人
檜
と
考
察
す
る
者
で
あ
る
が
、
更
に
一
歩
を
進
め
て
謂
は
ｙ
賓
は
そ
の
名
す
ら
を
心
異
に
し
た
る
情
に
は
非
ざ
る
か
と
考
へ
る

4
7

　
　

の
で
あ
＾
(
？
。
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然
ら
ば
如
何
に
そ
の
名
を
異
に
し
た
る
か
と
謂
ふ
に
、
激
に
類
似
の
字
と
し
て
淑
な
る
字
か
お
る
。
激
は
正
し
く
は
叙
に
し
て
詰

叙
・
沙
戯
・
洲
激
な
ど
ｘ
熟
し
水
浦
の
意
の
字
で
あ
る
が
俗
書
に
て
は
汲
と
も
淑
と
も
書
か
れ
る
。
淑
は
正
し
く
淑
に
し
て
淑
哲
・

淑
清
・
淑
営
な
ど
ｘ
熟
し
善
良
の
意
の
字
で
あ
る
。
訟
と
淑
・
な
ら
ば
撒
ほ
誤
ら
ざ
ら
む
も
激
の
俗
字
な
ふ
激
・
淑
と
淑
と
は
如
何
に

も
類
似
し
て
誤
寫
や
ら
れ
易
い
嫌
が
あ
る
。
想
ふ
に
此
の
雨
字
の
誤
寫
よ
り
大
徳
文
淑
法
師
と
庸
枡
文
淑
と
を
混
硯
し
た
り
、
両
者

同
一
人
説
が
出
で
た
り
、
施
き
て
『
碧
鶏
漫
志
』
の
記
事
解
憚
に
錯
畳
を
起
し
た
り
し
て
、
遂
に
文
激
の
巧
妙
な
る
説
教
が
長
安
士

女
を
魅
了
し
、
そ
の
住
所
を
和
恂
教
坊
と
儒
し
た
な
ど
謂
ふ
謬
詑
を
誘
導
す
る
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
、
和
尚
教
坊
の
方
は
文
淑
に
し

て
文
訟
法
師
と
毫
も
開
係
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

　

そ
れ
か
あ
ら
ぬ
・
か
私
か
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
文
學
科
研
究
室
に
喊
す
る
『
稗
海
』
叢
書
本
の
『
因
話
録
』
巻
四
を
精
査
す
る
に

極
め
て
明
確
に
「
有
文
淑
伶
者
。
公
篤
聚
儀
譚
説
。
仮
託
経
論
云
々
」
と
記
し
て
、
文
淑
或
は
文
激
に
作
り
て
な
い
。
吏
だ
清
の
趙

翼
の
『
限
餓
叢
考
』
巻
四
１
　
二
、
男
娼
尼
姑
和
尚
教
坊
の
條
に
引
用
せ
る
宋
の
曾
三
異
の
一
同
話
録
』
の
文
に
は
。

　
　

唐
元
和
中
有
冊
文
淑
者
。
聚
衆
論
説
内
典
。
托
言
鄙
奏
之
事
。
同
輩
苧
篤
歌
曲
。
呼
所
居
篤
和
尚
教
坊
。

と
あ
り
て
こ
れ
亦
文
淑
に
作
っ
て
あ
る
。
但
し
通
行
本
『
説
郭
』
昌
二
十
三
に
編
入
せ
る
『
同
話
録
－
に
は
和
恂
教
坊
に
闘
す
る
記

載
見
富
ら
ざ
れ
ば
『
同
話
録
』
原
本
に
て
如
何
に
作
れ
る
か
精
査
し
得
ざ
る
か
、
趙
翼
の
見
た
る
『
同
話
録
』
に
は
文
淑
と
あ
り
し

こ
と
ｘ
信
ぜ
ら
れ
る
。
斯
く
和
侭
教
坊
の
俗
儒
あ
る
庸
僣
を
文
淑
に
作
る
も
の
あ
れ
ど
も
、
此
の
淑
が
猷
の
誤
寫
だ
・
ら
む
と
謂
は
ゞ

結
局
所
ｍ
水
掛
論
に
経
り
て
學
問
的
結
果
を
得
ざ
る
こ
と
、
彼
の
古
寫
本
を
誼
抹
と
し
て
突
獣
の
官
名
の
特
勤
・
特
勒
の
是
非
を
論

じ
た
る
と
相
挿
ば
ぬ
。
古
寫
本
や
古
版
書
は
勿
論
尊
重
す
べ
く
貴
重
な
も
の
で
、
文
句
の
差
異
ふ

價
値
豊
か
な
る
こ
と
は
、
大
服
と
し
て
然
り
で
あ
る
が
、
古
寫
本
・
古
版
本
に
斯
く
あ
れ
ば
と
て
そ
れ
が
絶
對
的
に
正
確
に
し
て
、
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後
世
の
寫
本
や
版
本
に
て
相
違
せ
る
も
の
が
施
對
に
誤
な
り
と
は
串
さ
れ
ぬ
。
此
の
文
激
・
文
淑
の
問
題
も
同
様
で
、
私
の
精
査
し

た
『
稗
海
』
叢
書
本
『
因
話
録
』
や
趙
翼
の
見
た
『
同
話
録
』
に
庸
俗
奸
を
文
淑
に
作
り
あ
れ
ば
と
て
之
が
絶
對
に
正
し
い
と
は
中

さ
れ
ぬ
。
こ
れ
に
も
誤
寫
誤
傅
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
故
に
文
字
の
異
同
の
み
に
て
高
奸
を
文
激
と
し
、
庸
檜
を
文
淑
と
定
む
る
こ

と
は
研
究
方
法
と
し
て
未
だ
科
學
的
な
り
と
は
謂
ひ
得
ぬ
。
こ
れ
私
が
叙
上
五
節
に
亙
り
て
纏
々
情
勢
を
論
澄
し
た
る
所
以
に
し
て

前
に
指
摘
し
た
る
五
箇
の
史
的
理
由
よ
り
見
て
、
大
徳
文
激
法
師
と
庸
奸
文
激
或
は
文
淑
と
が
別
人
な
ら
む
こ
と
は
略
ぼ
明
と
な
り

今
や
庸
奸
の
名
が
文
激
な
り
や
文
淑
な
り
や
の
問
題
に
ま
で
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

然
れ
ど
も
此
の
俺
に
て
放
置
す
れ
ば
、
本
篇
も
輩
に
推
定
説
の
提
出
に
と
ｉ
＾
ｉ
ｄ
-
^
執
筆
の
功
も
な
い
譚
と
た
る
か
ら
、
更
に
一
歩

を
進
め
て
畳
龍
に
晴
を
勘
寸
る
こ
と
を
昌
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
『
稗
沁
』
叢
書
本
の
『
因
話
録
』
に
琳
奸
を
文
淑
に
作
れ
る
こ
と
前

述
の
通
り
で
あ
る
が
、
通
行
本
『
説
郭
』
弓
二
十
三
に
編
入
せ
ら
る
ｘ
『
因
話
録
』
を
見
る
に
和
惚
軟
坊
と
題
し
・
て
次
の
如
く
記
し

て
あ
る
。

　
　

元
和
中
有
奸
文
科
者
。
聚
衆
論
説
内
典
。
西
言
鄙
藪
之
事
。
不
逞
同
輩
孚
其
曹
調
篤
歌
曲
。
呼
所
居
篤
和
恂
教
坊
。
叉
有
伶
鑑

　
　

虚
。
作
煮
肉
法
。
行
于
世
。

　

此
の
文
は
趙
翼
が
宋
の
曾
三
異
の
一
同
話
録
』
の
記
述
と
し
て
『
咳
餓
叢
考
』
巷
四
十
二
に
引
け
る
も
の
と
酷
似
し
、
『
稗
海
』
叢

書
本
の
唐
の
趙
矯
の
『
囚
話
録
』
。
の
記
述
と
は
絶
え
て
似
て
居
ら
す
、
惟
ふ
に
こ
れ
は
本
来
『
同
話
録
』
の
記
載
な
る
を
、
『
同
話
録
』

『
囚
話
録
』
の
同
・
囚
の
雨
字
が
酷
似
の
文
字
に
し
て
誤
ら
れ
易
き
篤
、
元
の
陶
宗
儀
が
『
説
邪
』
を
編
す
る
に
際
し
誤
り
て
『
因
話

録
』
の
記
事
と
し
て
『
因
話
録
』
の
條
に
入
れ
た
る
か
、
或
は
陶
宗
儀
の
原
稿
本
に
は
『
同
話
録
』
に
入
れ
あ
り
し
も
の
を
、
後
人

の
傅
寫
す
る
者
が
誤
り
て
『
因
話
録
』
の
中
に
入
れ
た
る
も
の
な
る
か
も
知
れ
ぬ
。
通
行
本
『
説
郭
』
弓
二
十
三
に
於
て
は
『
因
話
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鐘
』
の
次
に
『
同
話
鐘
』
あ
り
て
、
編
次
相
隣
れ
ば
、
斯
か
る
誤
も
傅
寫
の
際
に
起
り
得
る
こ
と
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

　

却
設
『
説
郭
』
に
編
入
せ
ら
る
ｘ
『
因
話
録
』
の
右
の
記
載
に
見
る
に
、
明
に
和
爾
敦
坊
の
俗
搦
を
得
た
る
譚
説
吟
経
の
庸
伶
は

文
科
に
作
り
あ
り
、
科
は
即
ち
淑
の
字
で
あ
る
、
唐
宋
時
代
の
肉
筆
の
文
書
や
古
版
書
に
於
て
叔
を
跡
に
作
る
は
富
時
普
通
の
習
は

な
る
こ
と
學
者
の
周
知
す
る
所
で
、
佛
國
々
立
圖
書
館
や
英
國
々
立
博
物
館
所
蔵
の
以
煌
研
見
民
問
文
書
に
『
於
て
も
習
見
し
、
茲
に

毛
語
架
設
す
る
の
煩
し
さ
に
堪
へ
ぬ
。
一
例
を
示
さ
ば
、
英
國
々
立
博
物
館
所
蔵
ス
タ
イ
ン
氏
将
来
文
書
第
壹
四
七
五
競
紙
背
文
書

貳
拾
通
の
中
の
第
六
番
日
な
る
『
安
現
済
出
責
農
耕
地
文
書
』
の
如
き
、

宜
秋
十
里
西
支
地
壹
段
。
共
粂
畦
拾
畝
。
弓
箭
‰
盗

未
年
１
　
月
三
日
。
上
部
落
百
姓
安
瑕
清
。
篤

突
田
債
賃
。
不
辨
喩
納
。
今
聘
前
件
地
。

出
買
旬
同
部
落
人
武
國
子
。
其
地
畝
別

断
作
附
呉
漢
斗
壹
碩
陸
斗
。
都
計
豪
壹
拾

伍
碩
粟
壹
碩
。
並
涜
斗
。
一
資
已
後
。
一
任
武

國
子
修
管
佃
種
。
如
後
有
人
。
奸
提
議
認
。

一
仰
安
壇
清
。
割
上
地
佃
種
≒
國
子
。
北
ハ
地

及
豪
富
目
交
相
分
付
。
一
無
懸
欠
。
一
費
已
後
。

如
若
先
翻
悔
。
罰
豪
伍
碩
。
入
不
悔
人
。

已
後
若

　
　

恩
勅
安
清
。
罰
金
伍
両
納
入
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ム

官
。

　
　

官
有
政
法
。
人
従
祗
契
。
両
共
平
章
？
書
指
篤
記
。

u
斗
瓦
壽
昂

　

魯

地
主
安
垣
清
年

師
跡

　

正
燈

廿

一
＝

　
　
　

享
爾
班
Ｙ
Ｗ

　
　
　
　
　

｀

　
　
　

一

　
　
　

｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

挿
夫

　

安
恒

　

子

と
あ
る
。
第
三
行
目
の
上
よ
り
第
四
宇
目
の
貿
は
負
の
字
な
る
べ
く
、
第
四
行
目
、
上
よ
ひ
第
二
字
目
の
賀
憾
費
字
の
富
宇
、
第
五

行
目
の
断
は
断
の
字
、
最
末
行
の
柿
夫
は
姉
夫
の
富
字
で
あ
ら
う
。
而
し
て
師
叔
を
師
跡
に
作
り
で
あ
る
。
ま
た
同
貌
紙
背
第
十
番

目
の
『
偕
祁
賓
便
番
契
文
』
に
も

〔文

　

訣

　

部

　

上〕品

悉賢其

　

自

　

碩｜
人雑沓、限捌部
無

　

物

　

請

　

至

　

斟
信

　

゜陪て秋

　

゜警
今
於
露
偕
寺
仏
帳
多
内
。
便
両
碩
捌
斟
。
北
八

八
月
借
日
已
前
迭
納
足
。
如
違
其
限
不

伍
碩
陸
§
。
偽
任
将
契
篤
領
六
。
ヽ
摯
奪

用
充
泰
直
。
如
身
東
西
。
一
仰
保
人
代

。
敵
立
此
契
。
両
共
平
章
。
書
紙
篤
記
。

便
人
保
人
見
人

僣任冊

卵

　

賓

　

年
廿

栞
々

　

年

祁

　

埓
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見
ｙ
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
人

と
あ
０
、
貴
紳
埓
は
貴
紳
寂
で
あ
る
。
第
三
行
目
の
陪
は
倍
の
字
の
常
字
で
あ
ら
う
。
此
等
叔
・
寂
の
資
例
の
通
り
叔
字
を
助
字
に

作
る
は
唐
代
一
般
の
時
代
的
習
慣
に
し
て
眼
煌
逡
睡
の
地
に
於
て
さ
へ
略
行
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
、
此
の
見
地
よ
り
す
れ
ば
通
行

本
『
説
郭
』
に
牧
む
る
『
因
話
録
』
に
文
財
に
作
る
は
唐
代
以
来
の
習
慣
を
傅
へ
居
れ
る
も
の
と
見
る
べ
く
・
、
此
の
腐
貴
は
確
に
文

淑
に
し
て
、
私
の
精
査
す
る
所
の
『
稗
海
』
叢
書
本
の
『
囚
話
鎌
』
に
文
淑
に
作
れ
る
も
亦
正
し
い
こ
と
ｘ
な
る
。
結
局
真
面
目
な

る
方
の
俗
講
の
名
僣
は
文
激
法
師
に
し
て
、
和
狗
教
坊
と
謂
ふ
齢
人
世
は
文
淑
な
り
し
も
の
と
考
定
し
得
る
と
思
ふ
。

　

斯
く
両
者
別
人
の
檜
た
る
こ
と
の
明
確
と
な
り
た
る
結
巣
は
常
然
の
鯖
結
と
し
て
次
の
如
き
こ
と
が
明
か
と
な
る
。
即
ち
穆
宗
・

敬
宗
・
文
宗
・
武
宗
時
代
を
通
じ
て
記
録
に
現
は
る
Ｘ
所
謂
興
紹
寺
出
講
の
沙
門
文
激
よ
り
内
供
奉
三
歎
講
論
賜
紫
引
駕
起
居
大
徳

文
淑
と
ま
で
聚
進
せ
し
文
訟
法
師
は
真
面
目
な
る
貴
に
し
て
、
憲
宗
の
元
和
年
間
以
来
、
穆
宗
・
敬
宗
・
文
宗
・
武
宗
を
経
て
趙
矯

の
『
因
話
鎌
』
記
述
の
時
代
な
る
宣
宗
時
代
を
通
じ
て
記
鎌
に
現
は
る
ｘ
庸
伶
文
淑
は
全
然
共
の
間
の
勅
命
に
抹
る
俗
講
に
は
出
演

１
　
て
居
ら
ぬ
筈
で
あ
る
。
こ
れ
前
述
の
五
箇
條
の
理
由
を
支
持
傍
誼
す
る
も
の
で
、
此
よ
り
見
れ
ば
中
唐
・
晩
唐
時
代
の
俗
講
は
決

し
て
一
部
佛
散
史
學
者
の
論
断
す
る
が
如
き
阻
落
せ
る
も
の
に
非
ざ
り
し
こ
と
を
知
り
得
る
。
此
の
問
題
に
開
聯
し
て
営
時
の
俗
講

に
つ
き
恂
ほ
緯
述
論
瞭
す
べ
き
鄙
見
も
あ
る
が
、
之
は
他
日
の
腿
表
に
譲
り
、
今
は
唯
文
激
・
文
淑
の
別
人
の
貴
た
る
こ
と
ｘ
、
中

唐
ふ
晩
唐
時
代
の
俗
講
が
、
決
し
て
卑
俗
化
し
興
行
物
化
し
た
る
庶
民
的
一
種
の
娯
察
に
ま
で
堕
落
し
居
ら
ざ
り
し
こ
と
ｘ
を
述
べ

置
く
に
と
？
め
る
。
〔
完
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
ｌ
ｉ
昭
和
十
四
年
七
月
七
日
興
亜
記
念
日
稿
了
－
ｊ
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